
構造システムは、建築分野に特化

したパッケージソフト（主にパソコン

用）の開発・販売、並びに販売したプ

ログラムとユーザーのサポー

トを中核業務としている。2次

元／3次元ハイブリッドC A Dの

「D R A - C A D」、一貫構造計算

プログラムの「B U S」、立体フ

レームの弾性応力解析プログ

ラムの「F A P - 3」などは、いず

れも同社の製品だ。

同社が開発したプログラム

を利用しているユーザー企業

は2万5 0 0 0社を数え、C A D

分野では建築設計事務所でト

ップシェアの2 7 . 3％（日経B P

建設局調べ）を獲得している。

構造システムの滝野文雄社

長は、「ユーザーのコンピュー

タ部門の役割を担っているような感

覚」と企業姿勢を表現する。ユーザ

ーである建築設計事務所や施工会

社は中小企業が大部分を占めてい

るため、同社が果たしてきた功績は

決して小さくない。1 9 8 2年の創業

時から一貫して、より良い統合的な

設計環境の提供に尽力してきた自負

があるのだ。

この2 0年間を振り返ると、建築

設計環境は大きく様変わりしてい

る。意匠設計を始めとして、構造設

計でも設備設計でも積算業務でも、

コンピュータは欠かせないツール

になった。

例えば意匠設計の分野では、2次

元図面をC A Dで描くことが一般化

し、プレゼンテーション用を中心に3

次元C A Dの活用が始まっている。ま

た構造設計の分野では、建築基準法

の改正で可能になった新しい設計手

法のプログラム開発が進んでいるほ

か、以前はスーパーコンピュータの

領域だった部材レベルの地震応答

解析（建物の挙動の正確なシミュレ

ーション）をパソコンで処理できるソ

フト「商品名：S N AP」も登場してい

る。

さらに、インターネットを中心とし

たインタラクティブなネットワーク環

境の進化は、建物モデルの共有によ

る設計作業のコラボレーションの実

現を示唆している。ソフトレンタル

型及びクライアントサーバ型のA S P

サ ービス（ URL http://kozo

s t a t i o n . n e t/）も実用段階を迎えて

いる。

構造システムが、扱いが簡単で信

頼性の高いインターネット・イントラ

ネット用サーバや、建築設計事務所

と建設現場に特化したグループウエ

アといったI T商品の開発を進めてい

るのも、こうした2 1世紀の建築設

計・施工業界の方向性を見据

え、I T化への貢献を最重要課

題と考えているからだ。

ソフトウエアのユーザーイン

ターフェースが向上してサポー

トなしでも比較的使いやすくな

っている半面、日常業務にコン

ピュータが深く根ざせば根ざ

すほど、しっかりとした常時サ

ポート体制が不可欠になる。

「これからは、ユーザーのI T環

境の向上に貢献できるような

提案型のソリューション指向の

サポートに努めたい」と滝野社

長は語る。

ソフト開発とインターネット

プロバイダーという2つの顔をもつ

構造システムは、情報化武装を急ぐ

建築設計事務所や施工会社にとっ

て、最も身近で頼もしい存在のひと

つに違いない。もちろん構造システ

ム自身も、そのことを強く意識して

いる。

構造システムは、建築設計事務所での占有率トップのC ADソフト

「D R A - C AD」で馴染み深いソフトウエアハウスだ。特に中小規模の

建築設計事務所や施工会社に深く浸透している。また最近では、イン

ターネットプロバイダーなどI T分野にも注力している。同社は、建築設

計事務所や施工会社の情報武装を最も身近でサポートできる存在で

あることを強く自覚しており、ソフトウエア開

発とネットワーク環境構築の両面での建築産

業界への新たな貢献を期している。

ソフト開発とネット環境構築の担い手
建築産業界の高度IT化に幅広く貢献［構造システム］

株式会社構造システム 代表取締役社長

滝野 文雄 （たきの・ふみお）氏
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